（様式12）

（　　　　　　　）科学習指導略案
令和○年○月○日○校時

○○○学校○年○組○○名


指導者　　　　　　　　
１　単元（題材）名
２　本　時 
　(1) 本時の目標

    ※本時の具体的な目標（「～できるようにする」など）や児童生徒の達成目標（「～すること       ができる」）などで書く。

　(2) 展　開   
	時間
	学習活動
	指導上の留意点
	学習活動における具体の評価規準
	評価方法

	○分




	活動内容を書く。

（例）～する。

　　　～知る。

      ～表す。


	○　教師が特に配慮する点や手立てについて記入する。

○　実験・実習・調査・資　料・教具などの活用に関　する注意点、他教科・他　の単元（題材）との関連　などを記入する。


	※「おおむね満足できる」と　判断される状況(B)を国立　教育政策研究所参考資料に　示されている「内容のまと　まりごとの評価規準（例）」　から導き出し、具体的に書　く。


	（例）

観察

ワークシート



	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	
	
	


 (3) 評価及び指導の例

	「十分満足できる」と判断される状況
	「おおむね満足できる」状況（Ｂ）を実現した児童生徒が、更に質的な深まりや高まりをもっている姿（Ａ）を具体的に想定して記述する。

	「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導
	指導の手立てを具体的に想定して、記述する。



	
	


※ 略案様式の一例。教科や実態に応じて必要部分を書くこと。教材（実物教材、メディア教材の提示の場面等）や学習形態など、学習のねらいや指導方法を分かりやすく書くように努めること。前後の指導を記入したり、指導計画を記入したりする場合もある。各校種の指導案様式については、「とくしま教職員研修のしおり（フレッシュ研修Ⅰ・Ⅱのしおり）」ｐ.47～ｐ.51を参照すること。






「単元（題材）の目標」と「学習活動における具体の評価規準」との整合性を図ること。








「本時の目標」と「単元（題材）の評価規準」との整合性を図ること。











児童生徒が主体的に考えたり、学んだりする時間を十分にとること。





１人１台端末等を、メインで活用した場面を太字で記入し、枠で囲むこと。
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